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訓
練
は
、
自
然
災
害
の
恐
ろ
し

さ
を
知
る
こ
と
か
ら
開
始
。
能
登

半
島
地
震
の
救
援
に
参
加
さ
れ
た

枚
方
市
危
機
管
理
部
の
方
か
ら
被

災
状
況
や
救
援
活
動
な
ど
に
つ
い

て
の
講
演
を
受
け
ま
し
た
。
参
加

者
の
皆
さ
ん
は
、
リ
ア
ル
に
語
ら

れ
る
被
災
現
場
の
惨
状
に
釘
付
け

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

Ｈ
Ｕ
Ｇ
（
災
害
発
生
時
に
避
難

所
を
開
設
し
運
営
す
る
立

場
を
想
定
し
、
予
測
さ
れ

る
様
々
な
課
題
を
ク
リ
ア

す
る
た
め
の
対
処
法
を
考

え
る
図
上
訓
練
型
の
避
難

所
運
営
ゲ
ー
ム
）
で
は
、

女
性
消
防
団
の
協
力
を
得

て
、
①
運
営
組
織
づ
く
り

や
避
難
者
へ
の
ス
ペ
ー
ス

の
割
り
振
り

②
問
い
合

わ
せ
や
取
材
へ
の
対
応

③
名
簿
の
作
成

④
食
料

や
物
資
の
受
け
入
れ
と
配

給

⑤
ト
イ
レ
や
ご
み
の

処
理
、
シ
ャ
ワ
ー
、
ペ
ッ

ト
へ
の
対
応
な
ど
を
テ
ー
マ
に
話

し
合
い
を
開
始
。
避
難
者
の
状
況

が
書
か
れ
た
カ
ー
ド
を
避
難
所
に

見
立
て
た
平
面
図
に
配
置
し
な
が

ら
、
区
や
自
治
会
を
始
め
と
す
る

各
種
地
域
団
体
の
皆
さ
ん
も
活
発

に
意
見
を
発
表
し
、
真
剣
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

校
区
自
主
防
災
会
の
西
川
明
会

長
は
「
自
然
災
害
を
防
ぐ
こ
と
は

不
可
能
で
す
。
私
た
ち
に
と
っ
て

重
要
な
の
は
、
近
い
将
来
に
発
生

が
予
想
さ
れ
て
い
る
大
地
震
に
備

え
て
、
防
災
に
つ
い
て
各
自
で
考

え
、
事
前
の
準
備
を
す
る
こ
と
で

す
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

藤阪校区福祉コミュニティだより

最
近
と
く
に
、
世
界
中
で
自
然
災
害
の
被
害
が
多
く
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
わ
が
国
で
も
、
昨
年
１
月
に
石
川
県
能
登
地
方
を
大
地
震
が
襲

い
、
４
月
に
は
豊
後
水
道
で
も
大
き
な
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の

大
阪
で
も
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
近
々
発
生
す
る
可
能
性
が
高
い
と
言

わ
れ
、
大
き
な
被
害
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
藤
阪
校
区
自
主
防
災
会

で
は
、
こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、
昨
年
12
月
1
日
（
日
）
に
藤
阪
小

学
校
で
「
校
区
防
災
訓
練
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

能
登
半
島
の
惨
状
を
心
に
刻
ん
で

避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
。
様
々
な
状
況
を

想
定
し
て
考
え
、
話
し
合
い
ま
し
た

令和６年度 校区防災訓練

枚方市危機管理部の方の能登半島地震に関する講演



２
月
22
日
（
土
）

本
年
度
第
５
回
目
の
「
ふ
れ
あ

い
食
事
会
」
を
藤
阪
ハ
イ
ツ
管

理
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

厳
寒
に
も
か
か
わ
ら
ず
45
人
の

皆
さ
ん
が
参
加
し
、
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

今
回
は
「
銭
太
鼓
Ｋ
Ｕ
Ｔ
」

に
よ
る
銭
太
鼓
演
奏
で
ス
タ
ー

ト
。
バ
ト
ン
の
よ
う
な
筒
の
中

に
５
円
玉
数
枚
を
両
端
に
入
れ
、

叩
い
た
り
振
っ
た
り
す
る
と
迫

力
あ
る
素
晴
ら
し
い
音
色
を
奏

で
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
の
人
が
初

め
て
の
銭
太
鼓
に
皆
さ
ん
興
味

津
々
で
、
演
奏
後
に
仕
組
み
を

質
問
す
る
人
も
い
ま
し
た
。

次
は
皿
回
し
。
た
ま
に
失
敗

（
わ
ざ
と
？
）
し
て
笑
い
を
と
っ

た
り
、
回
し
た
皿
を
参
加
者
に

持
た
せ
た
り
、
大
い
に
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
参
加
者
全
員
で
両

手
に
し
ゃ
も
じ
を
持
っ
て
東
京

五
輪
音
頭
２
０
２
０
に
合
わ
せ

て
パ
チ
パ
チ
。
最
後
は
し
ゃ
も

じ
を
よ
さ
こ
い
鳴
子
踊
り
で
有

名
な
楽
器
の
鳴
子
に
持
ち
替
え

て
、
坂
本
九
さ
ん
の
「
明
日
が

あ
る
さ
」
を
奏
で
ま
し
た
。

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
「
新

年
の
集
い
」
を
１
月
14
日
（
火
）

藤
阪
公
民
館
で
44
人
の
皆
さ
ん

が
参
加
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

「
新
年
の
集
い
」
恒
例
の
大

潤
会
に
よ
る
獅
子
舞
の
熱
演
が

あ
り
、
今
年
1
年
病
気
に
か
か

ら
な
い
よ
う
頭
を
噛
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
電
子

管
楽
器
「
エ
ア
ロ
フ
ォ
ン
」
の

演
奏
が
あ
り
ま
し
た
。
初
め
て

聞
く
楽
器
で
し
た
が
、
い
い
音

が
出
て
、
皆
さ
ん
も
「
よ
か
っ

た
、
よ
か
っ
た
」
と
好
評
で
し

た
。
今
回
も
お
弁
当
持
ち
帰
り

の
解
散
と
な
り
ま
し
た
。
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【写真上】銭太鼓の音色に興味津々

【写真右】皿回しも体験しました

し
ゃ
も
じ
パ
チ
パ
チ

み
ん
な
で
合
唱

今
年
度
３
回
目
の
「
子

育
て
ホ
ッ
と
サ
ロ
ン
」
を
、

３
月
７
日
（
金
）
藤
阪
公

民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

４
組
の
親
子
が
参
加
し
、

明
善
め
ぐ
み
園
の
寺
島
先

生
と
岡
野
先

生
に
よ
る
い

ろ
ん
な
バ
ー

ジ
ョ
ン
の
ア
ン
パ
ン
マ
ン

の
手
遊
び
な
ど
で
楽
し
み

ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る

ペ
ー
プ
サ
ー
ト
（
注
）

で
は
、
子
ど
も
た
ち

が
大
好
き
な
バ
ナ
ナ

や
ブ
ド
ウ
、
モ
モ
な

ど
を
見
つ
け
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
工
作

で
は
、
春
ら
し
い
ピ
ン
ク

の
お
花
の
壁
飾
り
を
作
り

ま
し
た
（
写
真
右
）
。

次
回
は
７
月
４
日
、
今

年
度
第
１
回
目
の
サ
ロ
ン

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

子育てホッと

サ ロ ン

歌に合わせ膝の上の子どもとリズムをとって

親子でかわいい壁かざりづくり

ア
ン
パ
ン
マ
ン
で
遊
ん
だ
よ

〈
注
〉
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
：

も
と
も
と
は
、
絵
を
描
い

た
紙
を
棒
に
つ
け
て
演
じ

る
紙
人
形
劇
の
こ
と
。
今

回
の
サ
ロ
ン
で
は
果
物
な

ど
を
描
い
て
子
ど
も
た
ち

と
遊
び
ま
し
た
。

エ
ア
ロ
フ
ォ
ン
の
音
色
を
楽
し
み
ま
し
た

「エアロフォン」の演奏にうっとり





枚
方
市
消
防
団
藤
阪
班
は
、
藤

阪
校
区
内
の
防
災
を
中
心
に
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

藤
阪
小
学
校
で
行
う
自

主
防
災
訓
練
で
は
、
身
近

に
あ
り
な
が
ら
使
っ
た
こ

と
の
な
い
消
火
器
や
Ａ
Ｅ

Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
な
ど
の
使
い
方
を
説

明
し
な
が
ら
実
演
。
月
1
回
の
定

期
訓
練
で
は
、
防
火
水
槽
の
点
検

や
火
災
予
防
啓
発
の
チ
ラ
シ
配
布

な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
火
災
が

発
生
し
た
場
合
は
、
消
火
活
動
に

当
た
る
消
防
隊
員
の
補
助
や
火
災

現
場
の
交
通
整
備
な
ど
も
行
い
ま

す
。
校
区
内
の
お
祭
り
で
は
交

通
誘
導
な
ど
の
警
備
や
近
隣
の

パ
ト
ロ
ー
ル
。
年
末
の
夜
警
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
は
毎
年
12
月
25

日
か
ら
30
日
の
21
時
か
ら
翌
１

時
ま
で
、
藤
阪
校
区
内
を
小
型

消
防
車
と
徒
歩
で
分
か
れ
て
巡

回
し
ま
す
。

藤
阪
班
で
は
、
共
に
校
区
防

災
に
取
り
組
ん
で
く
れ
る
消
防

団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
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山田池

公園の自

由広場の遊戯器具は、2002年

（平成14年）南地区の完成時

に設置され、これまで多くの

人たちの遊びや娯楽に利用さ

れてきましたが、現在は撤去

され改修中です。この23年間、

十分に楽しませてもらいまし

た。当初、そこで遊んでいた

子どもたちは、すでに大人に

なり、思い出多い場所であっ

たと思います。今年秋に、以

前と同じ「スカイロープ」や

「大型複合遊具」（すべり台、

ジャングルジムなど）が新設

されるとのことです。次の世

代の子どもたちにまた楽しい

思い出をいっぱい残すことで

しょう。（Ｔ）

もう来年の開花への準備

桜の葉の蜜腺体

枯れ木に花を咲かせる桜

は見事ですね。花の後から

葉が出てきて来年の準備をします。そのため

の準備は大変ですが、それが「蜜腺体(みつ

せんたい)」です。桜の葉の根元に円い粒が

二つほど

あり、そ

こから出

る蜜を吸

わせて蟻

寄せをし

ます。蟻

は、葉を

食べにく

る毛虫や

昆虫の幼虫などを退治するので、桜の木を護

るトリックだったのです。蜜腺体は桜以外に

シナアブラキリ、アカメカシワ、サツマイモ、

ヤマナラシなどにもあります。

誰がこのトリックを教えたのでしょう。

草木編 ４

文･写真：立花 祐一

山田池公園の桜の蜜腺体(□内)と蟻たち

５ 月

19日(月) 献血運動

今後の活動予定

「ひまわり会」

「ひまわり会」は校区福祉委員
会の皆さんとともに地域福祉の活
動を進めるボランティアグループ
です。その活動の輪、校区のふれ
あいの場をもっと広げたいと、新
しい会員を募集しています。参加
してみようと思われた方は近くの
福祉委員に声をかけてください。

「ひまわり会」の活動

①ふれあい食事会 ②いきいきふ
れあいサロン ③子育てホッとサ
ロン ④登校児童との朝のあいさ
つ運動 ⑤コミュニティ紙『ふじ
さか』の編集・発行

藤
阪
校
区
防
災
の
担
い
手

藤阪班の自主防災訓練での放水の実演

年末の夜警防犯
パトロールに向
かう小型消防車

フレスコ藤阪店前で10時から11時

30分まで受け付け。皆様のご協力

をお願いします。


